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日本の小･中学校教育及び高校普通科において,｢テクノロジー及び労働の世界への手ほ
どき｣を ｢普通教育においてすべての子どものものにする｣課題は日本では軽視されてき

た.スウェーデンのスロイド (工作科または工芸科)およびテクニーク (技術科)教育の

現状を紹介し,それとの比較からみた日本の普通教育における技術教育の問題を指摘する.

1 はじめに

学校という形態による技術教育は,フランス近

代市民革命以降に本格的に登場した1).技術教育

を広くとらえるならば,今日ではそれは普通教育

における工作教育 (図画 ･工作科の工作領域)や

技術 ･家庭科教育の技術領域,高校職業教育,守

門学校,大学,公共職業訓練,企業内教育にまで

広範な範囲に及んでいる.日本の小 ･中学校教育

及び高校普通科において,ユネスコの ｢技術教育

及び職業教育に関する改正勧告｣(1974年)及び

｢技術教育及び職業教育に関する条約｣(1989年

採択)において提唱されている ｢テクノロジー及

び労働の世界-の手ほどき｣を ｢普通教育におい

てすべての子どものものにする｣(al一 illtrOduc-

tiontotechnologyandtotheworldofworkfo r

allyoungpeoplewithinthecontextofgeneral

edtlCatioll)課題は日本では軽視されてきたと考

えられる.つまり,El本では普通教育において
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庭科教育』(別港)(佐々木享と共著)(大空社).

｢テクノロジー及び労働の世界への手ほどき｣を

実施している (より正確にいえばその可能性があ

る)教科は,中学校の技術 ･家庭科の技術領域だ

けであり2),その時間数は週 1時間程度しか配当

されていないのが実情であろう3).中学生の職場

体験学習や高校生や大学生のインターンシップの

取り組みがこの間急速に広がっている背景には,

この陶題が根底に横たわっているといえよう.ス

ウェーデンにおいては,スロイドという木工を中

心とした工作教育の教科が120年以上の歴史をも

って学校教育の普通教育の教科として強固な地盤

を持ち続けており,さらに1982年以降,技術科

という新しい教科が必修教科として生み出された.

また,日本の職場体験学習に相当する実習も高学

午 (日本の中学校に相当する)段階で2週間,高

校段階で2カ月の期間がカリキュラムに位置づけ

らjlている点などから,｢テクノロジー及び労働
の世界-の手ほどき｣は日本の現状と比べてより

充実していると考えられる.筆者はそのような関

心から,二度にわたってスウェーデンに長期滞在

する機会を得た (1997年 8月～1998年 3月 リ

ンショー ピン大学客月研究見 2003年 8月

～2004年 8月 ス トyクホルム教育大学客具研

究員).これらの滞在中にスウェーデン人の暮ら

キーワード:スロイト(slOjd),テタニーク (tekrlik),スウェーテン (Sweden),工作教育 (handicrafteducation),

技術科教育 (techl1010gyeducation)
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し方や学校教育に実際に触れる機会も得た.本稿

では,スウェーデンの普通教育における技術教育

の現状を紹介し,そのことによって今後の日本の

普通教育における技術教育の問題を考えていくた

めの一つの資料を提供したい.

2 スウェ-デンの普通教育における

技術教育の現状

スウェーデンのカリキュラムには技術教育の点

からみると2つの必修教科があり,一つはスロイ

ド (Slojd,工作科または工芸科)であり,他の

一つは技術科 (Teknik,テタニーク)である.

以下にスウェーデンのこれらの教科の教育課程上

写真 1 木工スロイドの授業の様子

写真2 木エスロイドの授業の様子

スロイドの伝統と技術科の誕生

の位置,施設 ･設備,これらの教科の授業の様子

などについて述べる.

(1)スロイド

スロイドはその教科が導入されてから120年以

上の歴史をもつ教科で,その教科の性格も変化し

てきた面をもつが,基本的には手を使って道具を

用いて ｢ものづ くり｣をおこなう教科である.ス

ウェーデンでは,男子は木を,女子は繊維を主な

材料とする ｢教育的スロイド｣が長期にわたって

実施され,1980年代頃よりそれぞれについての

男女共学化が進められた.現在のスロイドの授業

では,第3学年から第7学年まで木や金属などの

固い材料を扱う木工 ･金エスロイドと布などの柔

らかい材料を扱うテキスタイル ･スロイドの2種

類のものが ｢ものづ くり｣の体験的学習として教

えられている (スウェーデンの義務教育は9年で

あり,第7学年は日本の学校の中学一年に相当す

る).これらの学年では,通常のクラスを半分に

分け (半学級),生徒は前期と後期で両方の授業

を交代して受ける.したがって,スロイド担当教

節 (現在ではテキスタイル ･スロイドと木工 ･金

工スロイドのそれぞれの専科教員が担当)は15名
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写真3 木工室の道具類



(,ニjtて授業をお/_なうことliない. さljに第

詫学年と第9半年では.本■r_･余1スUJfドヤ

テキスタイル ･スりイドのどちらかをit:jj餌il選

択 Lて苧う当している (散ヰ斗内選択).つまり第

3学年かこ〕第9学iTp.までス1.]イ日･よ必修散J:L-,lと

TL_てilLl器-1けちれている,授業時間は学校i･二二Li:

フて興fJI右か,多くは週に l回でSt)/Jlか】10分

である tH不の学校でいう2時間連続FJ授業に

相当rlすri,〕.筆者が200拍=-lZ削 二訪問 LI:･ウj

卓 オrh.郊舛〃)半場 cT)A-L7-日 ,nf号第g)輯IFや設備

写真4 木vT_室の道具類

写真5 木工室の機械 (木工旋盤等)

Eヨ

写真6 テキスタイル ･スロイドの報蓑の様子
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の一一部在据置した等寅を以1､~に掲げてJH .

筆者が_拙筆IL,た学校では,そこでグ〕授業内容

や実習材料や道具 ･[卦儒7L.i:どは日本と比較 して

かなり北米していた.それらの見学から,J描ヒ

は rものづ くリjfI:過Lて7JL/I_-デンの伝統

l 的な手l HlInfvtirk,IIt三111加jd)の丈化 を学

んでいるという印象を境けL∴

スLJイ ド教科のFl納札 現在のスウJ: ナン

の 月旨導計画 と計植基準 L'kLlrSPlalle】･OCh

hety画汀王lei亡弟｣くFl本.?〕学習指導票脚 二相璃

する)Tli,次の 上吊~二規定封/している.

r教科 スuイドは!-ii徒の鋸 葺的 〔sliaPande〕

能力.辛_T二的 (nlalLluf北1〕能力, _7ミュニケ

ーi/=ヲン的能力の鈍脈を通じてIL.,徒の全血発達

に'pA]1:与する.スtJイ ド教科は辛仲基 (mdlluel-

1tllrhete)と加的作革を統一的に包含しており.

創詰汁と.好奇心,責任感,ffHT.甑 聞願解決能
]Jを蹴 室させる.そiLH:. アイTTに輪まリ,

完成LT:-モノにいI/るプロJ{Jス (スuイドプ ロ

セ封 に表現される.テキスダイ]L/,木上 ･令

_Tj,uイ円ま, 隼屈三が洩ら白身11)能力′＼の信雄

を強化IJ,n常′日古での閃頗i･二対処-3■るための

準備を与える知識を発達 させる.

ナサインと騰貴主托 評浦L.判断することは,

｢相月111[51に.i3いて頻繁LrtEl要 ときれ/E3.スL,イ

ドの教育は美的 くr･日tetiskEt)価値に-_)いてrJ)

意識を削 り出すこと,材料t77;割311-や加~L,設計

か製作勘の機能 と的九性に及ぼす巻摘矩 一｣いて

の理解を発達さ-I:iることをⅠ~肌 としている.ス

ロイドの教育のなかでT .環境問題や:左l査 問願iI_



関する知識を与えたり,資源を節約することの重

要性に関する意識を滴養することも目的としてい

る.スロイド準科は,新しい思考や新しい創造の

ための基礎をすえることになろう.この教育は,

過去と現在のスロイドの伝統に関する知識を通し

て,生活史や平等問題-の見識を与えることにな

ろう.スロイド教科は,より広い視点から多様な

文化の手工 (hantVerl()の伝統に関する意識を

創造することも目的としている.｣4)

ここで,｢アイデアに始まり,完成したモノに

いたるプロセス｣を学ばせるとしている′酎ま,今

日の ｢ものづ くり｣学習の基本であり,近年の

(技術科教育テクノロジー ･エデュケーション)

の矧祭的動向 ("TechllOlogyeducationforall")

で追求されている点でもある.また,｢環境問題

や安全問題に関する知識を与えたり,資源を節約

することの重要性に関する意識を滴養する｣とし

ている点も同様である.スウェーデンでは,この

教科の目的や性格を ｢1960年代以降のスロイ ド

教科は創造的活動にねらいをおき,その目的は生

徒が作業する材料を使って個性的な表現を兄いだ

す ように刺激する｣ことにあ り,｢芸術教科

(estetisltaamnell)の一つである｣とする見解

が支配的であるが5),ものづくりを基本的性格と

している点で,技術教育の側面をもっていると考

えられる.

テクニ-ク

(2)｢技 術｣(Teknik)
テクニ-ク

次に ｢技術｣という教科についてとりあげる.

この教科は,1962年の学習指導要領において選

択教科の一つとして登場 した.その後,1980年

の学習指導要領 (Lgr80)で新しい性格をもった
テクニ-ク

教科として ｢技術｣が再編成された6).すなわち,

それ以前は選択教科の一つであった教科を,すべ

ての生徒を対象とした必修教科にかえ,その性格

を大きく変えたのである.これに対応して,この

教科の祖当数月養成のシステムも変化した7).こ
テクニ-ク

のLgl･80では,｢技術｣は自然系科目群の中の1

つの科目として位置づけられた (自然系科目群は
テクニ-ク

生物,物理,化学,｢技術｣より構成される).

スロイドの伝統と技術科の書延生

このときの自然系科目群の目的の中に次の記述が
チ)/ニ-ク

あるが,｢技術｣の目的に相当すると考えられる.

｢生徒は技術進歩に関する知識と,技術の我々

の生活への影響,労働環境や職業への影響,我々

の環境への作月利こ関する知識を獲得する.それに

よって生徒は技術的に複雑化した社会における

様々な問題を理解し,批判的に吟味し,積極的に

行動するためのより良き前提を得る.その教授は

生徒に労働環境,産業,製造過程に関する手ほど

きを与える.生徒はそれによって多様な職業や

人々の労働環境について理解するであろう.それ

によって生徒は自分自身の未来の位置を把握し,

よりよい環境を求めて活動することが容易になる

であろう.｣
テクニーク

Lgr80においては,｢技術｣は独立教科ではな
く,自然系科目群の1科目として必修時間が高学

年段階 (719学年で)過 2時間分設定された

(それ以前の学習指導要領では自然系科目に (高

学年段階全体で)週13時間配当されていた時間数

が週15時間になった).しかし,この新しい教科

を担当する能力や意欲のある教員が各学校におい
デクニ-ク

て確保することが困難であったこと,｢技術｣を
数えるための施設や設備の問題 (半学級も実施さ

テクニ-ク
れなかった)もあり,実態としては ｢技術｣の

授業を独自に過時間割に組み込んで実施した学校

は多くはなかったようである.1980年代を通 し
テクニ-ク
て ｢技術｣の授業を担当することを希望する教

月のための現職教育などが多く取り組まれた.そ
テクニ-ク

の 後,｢技術｣は1994年 の 学 習 指 導 要 領
(Lgr94)において独立教科 となり,第5学年 と

第9学年までの達成すべき目標が設定された.
テクニ-ク

そこでは,｢技術｣は ｢技術の本質｣を把握さ

せることを重視し,その目的を ｢生産の状況,社

会,物理的環境及び私たちの生活条件が技術によ

っていかに変化させられたかについての理解を深

めること｣におくとされている.さらに ｢社会と

私たちの生活は,技術の対象物や技術システムに

特徴づけられている｣ので,そこから ｢できるか

ぎリ日常生活の技術を理解しやすく,目にみえる

ようにしていくこと｣が重要であるとされている.
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ここでいう ｢日常生活の技術｣とは,｢家庭用の

単純な道具から,近代的な機械類や複雑な輸送シ

ステムまで｣を意味している.さらに生徒が獲得

すべき ｢基本的な技術的能力｣について以下のよ

うに説明している4).

｢私たちを取り囲む技術をマスターしたり活用

したりするために,技術的知識はますます重要な

必要条件となってきている.現代社会に生きる市

民として基本的な技術的能力が必要とされている.

そして,この能力は常に発達させ,適応されてい

かなければならない.この能力には,歴史的観点

から技術的な発達の役割に関する知識だけではな

く,技術的問題を深く考察したり,実践的に解決

するような一定の習慣も含まれている.さらに,

人間と技術と将来に我々が生存する諸条件との間

の相互作用を分析し評価する能力が必要とされる.

私たちが技術を利用することは,たとえば技術が

環境に与える影響というような,基本的な価値判

断に関わる一連の倫理的問題を提起している.自

然だけでなく,生活のさまざまな側面一労働生活,

住居,余暇なども技術の影響を受けている.個人

や集団がその影響や力を及ぼす可能性は,社会に

おいて技術がいかに設計され,利用されるかに大

きくかかっている.｣
このような ｢基本的な技術的能力｣を育成する

テクニ-ク

ために,教科 ｢技術｣の目標を以下の5項目に

まとめている.

1.技術的な文化に関する知識の伝統とその発

達に対する理解を深め,過去と現在における

技術が人間と社会と自然に与えた影響に関す

る理解を発達させる.

2.家庭や職場において,日常で目にする道具

や,さまざまな種類の作業の方法や,またそ

れ以外の場面において私たちを取り囲む技術

に関する知識などに習熟させること.

3.さまざまな技術の選択がもたらす結果につ

いて,熟考し,判断し,評価する能力を発達

させる.

4.技術的な知識を自分の世界観や実際的な行

動に組み込む能力を発達させる.
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5.技術に対する興味を発達させ,技術的な問

題に対処するときの能力と判断力を発達させ

る.

これらの ｢基本的な技術的能力｣において,技

術的な知識とともに技能も重視されていることに
テクニ-ク

注目しておきたい.また,この ｢枚.術｣では,

現代の技術については自然科学との関連が深いこ

とから物理や化学などの自然系科目との関連を重

視している.さらに ｢計画,設計,評価というよ

うな技術の発展過程や,私たちを取り囲む技術が

いかに多様で,しかも多くの場合相互依存してい

るシステムとのつながりをもっているかというこ

とが,実験的で探求的な活動から明らかになる｣

とし,実験的で探求的な活動を重視している.
テク

以上に述べてきたことはスウェーデンの ｢技こ-ク
術｣の教育で取り組もうとしていることであり,

筆者が見聞した限りではさまざまな努力がされて

いるものの,実態としては担当教員の問題などの

多くの未解決の問題が残されているようである.

3 日本の普通教育における技術教育の

問題点

スウェーデンの普通教育における技術教育の取

り組みをみてきたが,日本の普通教育のカリキュ

ラムで,それらに対応すると考えられる教科は,

小学校では図画工作科の中の工作領域であり,中

学校では技術 ･家庭科の技術領域であり,高等学

校における選択教科 としての工芸科 と2003年度

から必修教科となった ｢情報｣であろう.スウェ

ーデンにおける普通教育における技術教育にあた
テクニ-ク

る教科は,上に述べたスロイドと ｢技術｣であ

り,それらの教科に配当された時間数の割合は,

日本における小学校の工作や中学校の技術の領域

に配当された時間数の割合よりもはるかに多い.

また,施設 ･設備の帝でもスウェーデンと比べれ

ば,日本の小学校の工作室の設備はあまりにおそ

まつなものである.スウェーテンのスロイド教科

では,木工室,金工室,テキスタイルの実習室が

必ず設置され,それぞれの部屋は半級学級で実施

するように設計されている (机や椅子の数は最大



16名で設置されている).それに対して,日本の

中学校C7)技術領域に当てられる時間は,前述した

ように週1時間程度であり,その時間数の少なさ

と小学校での貧困な工作体験が中学校での ｢もの

づくり｣を圧迫し,｢テクノロジー及び労働の世
罪-の手ほどき｣を貧困なものにしている.

また,日本では日常生活での工作体験があまり

に少ない.私がスウェーデンに住んで,スウェー

デン人の生活ぶりを拝見していて考えさせられた

ことは,土日の休日や長い休暇 (あるいは仕事が

終わってからの夕方の時間)を使って自分の家や

サマー-ウスをつくったり,修理したりしている

ことである.家には工作道具がそろえてあり,な

かには工作機械までおいてあるところもあった.

あるサマー-ウスには金工屋と木工室を分けてい

るところもあった.子どもたちは,こうした活動

に父親と一緒に加わり,手伝いながら道具や機械

を使う技能を学んでいくように思われた.また,

自然が豊富にあるところでは,子どもたちの遊び

のなかで小屋づくりなどをしていた.このような

｢ものづ くり｣の豊かな経験が普通教育における

技術教育の土台となっているように思われる.日

本では,このような意味における日常生活での

｢ものづくり｣(工作)体験がきわめて少ないとい

わなければならない.それゆえ,このような体験

を保障するような社会教育施設の充実とともに,

十分な ｢ものづくり｣体験を保障するような小学

校における図画 ･工作教育や中学校の技術 ･家庭

科の時間数の増大,施設 ･設備の充実が ｢テクノ

ロジー及び労働の世界-の手ほどき｣をすべての

子どものものにするような ｢普通教育としての技

術教育｣を発展させていくうえできわめて重要な

課題になっている.

以上に述べてきたような意味での ｢普通教育と

しての技術教育｣による国民の技術的教養の発達

を土台にしてこそ ｢技術力の低下｣は真に克服さ

れることであろう.

スロイドの伝統と技術科の誕生

注

1)堀中達夫 『フランス技術教育成立史の研究- エコール ･ポ

リテクニクと技術者養成 』多賀出版,1997年.

2)ただし,2003年の高校入学者から,｢情報｣が必修教科とし

て実施されるようになった.この教科はそれ-の取り姐み方如

何によって,普通教育における技術教育として ｢テクノロジー

及び労働の牡界-の手ほどき｣をおこなう教科になりうると考

えられる.

3)より正確にいえば.必修としての技術卸奴に担当された時間

数は中学校第1学年 1時鳳 第2学年1時間,第3学年05時

間てある.

4)Skolverket"Glulldskolan- Kurspla11el･Betygs-

kriterier"2000

5)SvenHartlllan"Laral･eSkunSkap"p.104-p.105,1995.
テクー-ク

6)もう少しこの経緯について述べておく.この教科 ｢技術｣
は1962年の学習指導要領において選択教科の一つとして7.

8学年におかれた技術オ リエンテー ション (tel川isk

orientering)が,1969年の学習指導袈領改訂 (Lgr69)で選
テクニーク

択教科の-つとして ｢技術｣に再編成された (当時の選択教
テク.ニーク

科はドイツ訊 フランス語,芸術,経折.｢技術｣から構成さ

れ 配当時間数は,7学年では週4時間,8学年では過3時間,

9学年ではう遇4時間であった).1970年代に入って.選択教科

は ｢当初想定されていたようには機能せず, ドイツ語やフラン
テクニーク

ス語はステータスの高い科目になり,芸JdTr,経猟 ｢技術｣は

マイナーな科l引こなっていった｣.また同時に ｢選択には性差
テクニーク

が疏著にあらわれ｣,｢技術｣は男子生徒には ｢ある程度人気
チクニーク

のある選択科目｣であった (男子は約25%が ｢技術｣を選択
チクニーク

していたのに対して,女子生徒で ｢技術｣を選択したのはご

くわずかであった).また,1970年代になされた調査で,｢物

理や化学の理解度が低い｣という結果が出され,その原田が

｢教育内容が抽象的で型論的でありすぎる｣という点に求めら
テクニーク

れ,その対策としてLgr80で ｢技術｣が登場 した (Johllny

Rosberg.AndersOsbeclく"Tel川il(96- Laral'material

forutbHding,fortbildlll'ngochulldervisnhlgIteknlk"

PerosTeknik,1996).なおLgr80は1982年から実施された.

7)1970年代までは,職業教科担当教師の養成堵関で養成され
テクニーグ

た数月が ｢技術｣を相当した.1982年以降は,その教師に加

えて自然系やスロイドの教科の免許をもった教師が研修 (現職

教育)を受けて担当した.次第に教員養成大学て教育を受けた
テクニーク
｢技術｣の教員が養成されていったが,独自のコースはなく.

テクニーク
自然系科目やスロイドの免許のコースの学生が ｢技術｣につ

いても学消し,資格をとるというようなシステムであった.
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